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・ポリプロピレン（i-PP）は伸長流動が支配的
な成形加工に向かない。
・ソルビトール系結晶核剤とi-PPの溶融混練
により核剤の自己組織化に起因する三次元
網目構造を形成するという報告がある1)。

ソルビトール系結晶核剤の自己組織化がPP
のレオロジー(せん断・伸長特性)への影響を
明らかにする。

結果

実験

Fig.1  Molecular structure of sorbitol
nucleators used in this study
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（新日本理化（株）提供）

試料

測定条件

一軸伸長粘度測定(TA instrument 製 RME) 170oC,ε=0.5~0.05s-1

動的粘弾性測定(TA instrument 製 ARES)
・ひずみ依存性測定 170oC, ω＝1.0rad/s, γ=10-4~100

・時間依存性測定 170oC, ω=1.0rad/s,  γ=0.004
・周波数依存性 170oC, γ=0.004,   ω=0.01~100rad/s

添加量：0.5wt％
温度：190℃
速度：50rpm
時間：5分間
＊東洋精機製
ラボプラストミル使用

温度：250℃
圧力：5MPa
時間：３分間
＊東洋精機製

mini test press-10使用

プレス条件混練条件
試料作製条件

背景 目的

Table. 1 Sorbitol nucleators used in this study

i-PP
MFR=3.7g/10min

チッソ（株）提供

PP+ゲルオールD→PP-D
PP+ゲルオールMD→PP-MD

＜一軸伸長粘度測定＞ ＜ひずみ依存性測定＞

＜時間依存性測定＞ ＜周波数依存性＞

核剤による構造が崩壊

PP-D,MDにおける
G’・G”の顕著な減少

Fig.3より

Fig.5より
低周波数側でG’=G”
となる

Fig.3をふまえ
物理的なゲル構造
をしている

Fig.2より
明らかな
ひずみ硬化性は
見られていない

Fig.4より
neatと共に
熱安定性は
良好である
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・動的粘弾性測定より物理的なゲル構造を示していることを示唆した。
・ひずみ硬化性の増大への効果はなかった。

まとめ ～結晶核剤の自己組織化が与える影響は？～
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Fig.4 G' ploted as functions of time
as a constant angular frequency, ω=1.0rad/s.
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Fig.3 G' nad G" plotted as functions of 
angular frequency, ω.
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Fig.2 Uniaxial elongational viscosities of 
each of samples. 


